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特定⾮営利活動法⼈⽇本栄養改善学会 
NPO 第 23 期 1 ⽉度理事会議事録 

Ⅰ．⽇ 時︓2026 年 1 ⽉ 25 ⽇（⽇）14:00〜16:10 
Ⅱ．場 所︓オンライン会議 
Ⅲ．出 席 者 数︓理事総数 22 名 出席理事数 22 名（うち委任出席 1 名） 
Ⅳ．出席理事⽒名︓塚原丘美（理事⻑・議⻑）、上⻄⼀弘（副理事⻑）、荒井裕介、⽊⼾慎介、⽊村典代、

⼩切間美保、⼩⽟智章、後藤千穂、⼩林道、酒井徹、佐久間理英、下浦佳之、髙橋東⽣、⽵林純、武⾒ゆ
かり、七尾由美⼦、野末みほ、三好美紀、村⼭伸⼦、⼭内有信、由⽥克⼠、⻑幡友実（委任出席） 
出席監事⽒名︓⽯⽥裕美 
⽋席監事⽒名︓⻘⼭敏明 
その他出席者︓⽯⾒佳⼦（第 72 回学術総会会⻑）、⾼松伸枝（第 73 回学術総会会⻑）、⼩原仁
（第 74 回学術総会会⻑） 

Ⅴ．議事録署名⼈の選任に関する事項 
議⻑より本⽇の議事をまとめるに当たり、議事録署名⼈ 2 名を選任することを諮り、⽊村典代理事及び後藤千穂

理事を選任することを全員異議なく承認した。 
Ⅵ．審議事項 ＊（   ）は提案説明者 
◆審議事項 
【Ⅰ.庶務関連事項】  

１. 次期評議員候補者の選出について（荒井庶務担当理事） 
２. 諸規程の改正事項案について（荒井庶務担当理事） 

【Ⅱ.学術関連事項】 
１． 2026 年度学会賞・奨励賞の選考⽇程について（⼩切間学術担当理事） 
２． 第 73 回学術総会本部企画演題等について（⼩切間学術担当理事） 
３． 第 74 回学術総会副会⻑の推薦について（⼩原第 74 回学術総会会⻑） 

【Ⅲ. 国際関連事項】 
  1．2026 年の IUNS ワークショップについて（三好国際担当理事） 
◆報告事項 
【Ⅰ.庶務関連事項】  

１. ⽀部会別・都道府県別会員の状況（荒井庶務担当理事） 
２. 今後の会議・活動予定（荒井庶務担当理事） 
３. 会員マイページの利⽤開始について（荒井庶務担当理事） 
４. 学会事務所の移転（メール・電話・ファックス）について（荒井庶務担当理事） 

【Ⅱ.財務関連事項】 
１. NPO 第 23 期経費執⾏状況（⽊⼾財務担当理事） 
２. 令和 8 年分源泉徴収税額表（⽇額表）について（⽊⼾財務担当理事） 

【Ⅲ.編集関連事項】 
１. 栄養学雑誌編集委員会報告（髙橋編集担当理事） 

【Ⅳ.学術関連事項】 
１. 第 72 回学術総会報告（⽯⾒第 72 回学術総会会⻑） 
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２. 第 73 回学術総会について（⾼松第 73 回学術総会会⻑） 
３. NPO 第 23 期事業執⾏状況（⼩切間学術担当理事） 
４. COI 委員会報告（事務局） 
５. 第 75 回学術総会の開催について（塚原理事⻑） 

【Ⅴ.広報関連事項】 
１. JSND メールニュース事業（⼩林広報担当理事） 
２. ホームページ事業（⼩林広報担当理事） 

【Ⅵ.国際関連事項】 
１. 国際活動推進委員会報告（三好国際担当理事） 

【Ⅶ.関連学協会関連事項】 
１. ⽇本栄養学学術連合報告（塚原理事⻑） 

【Ⅷ.⽀部会報告】 
１. 東北⽀部会（⼩原第 74 回学術総会会⻑・⽀部⻑） 
２. 関東・甲信越⽀部会（⽊村理事・⽀部⻑） 
３. 北陸⽀部会（七尾理事・⽀部⻑） 
４. 東海⽀部会（後藤理事・⽀部⻑） 
５. 中国⽀部会（⼭内理事・⽀部⻑） 
６. 四国⽀部会（酒井理事・⽀部⻑） 
７. 九州・沖縄⽀部会（⼩⽟理事・⽀部⻑） 
８. 近畿⽀部会（⼩切間学術担当理事） 

Ⅶ．議事の経過の概要及び議決の結果 
開会に先⽴ち、2026 年 1 ⽉ 16 ⽇に逝去された、名誉会員藤澤良知先⽣に哀悼の意を表して黙祷を捧げた。

その後、以下のとおり審議を⾏った。 
◆審議事項 
【Ⅰ.庶務関連事項】  

１. 次期評議員候補者の選出について…荒井庶務担当理事より 2026 年 11 ⽉ 1 ⽇就任評議員の選出スケ
ジュールが提案され、これを承認した。また評議員推薦関連書類について、項⽬名を会員マイページと統⼀する
こととした。推薦関連書類はメール提出も受付可能とし、書類⼀式を 1 つの PDF にまとめて添付することが確
認された。 
参考資料として⽀部会別⽬標評議員数が⽰され、積極的な推薦を期待する旨の発⾔があった。 

[選出スケジュール] 
4 ⽉中旬  推薦要項の周知（栄養学雑誌、ホームページ、JSND メールニュース） 
5 ⽉ 13 ⽇ 関係者へ推薦依頼⽂書等の送付 
6 ⽉ 19 ⽇ 新任候補者推薦締切・重任候補者諾否確認締切 
8 ⽉     理事会（次期評議員候補者選任の議） 
9 ⽉ 26 ⽇ 評議員会（次期評議員候補者選任の議）、通常総会（次期評議員選任の議） 

２. 諸規程の改正事項案について…荒井庶務担当理事より定款の改正⽅針ならびにスケジュールが提案され、こ
れを承認した。詳細な改正事項は 5 ⽉度理事会で継続審議とする。また、事務局に関する規則内の事務処
理規則ならびに役職員旅費に関する申し合わせについても、定款改正に合わせて改正を検討することとした。 
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【Ⅱ.学術関連事項】 
１． 2026 年度学会賞・奨励賞の選考⽇程について…⼩切間学術担当理事より選考⽇程案が⽰され、これを

承認した。また過去の選出状況が⽰され、学術分野、実践分野双⽅から積極的な推薦を期待する旨の発
⾔があった。 

[選考⽇程] 
2 ⽉上旬   候補者推薦依頼⽂書送付（全評議員） 
2 ⽉下旬   栄養学雑誌 84 第 1 号発送（学会賞・奨励賞候補者推薦依頼） 
3 ⽉ 11 ⽇  推薦締切 
4 ⽉〜5 ⽉  学会賞等選考委員会・理事会（授賞者決定） 

２． 第 73 回学術総会本部企画演題等について…⼩切間学術担当理事より⽀部会意⾒交換会、⾷環境整
備推進委員会の企画によるシンポジウム、栄養学教育学会との合同シンポジウム、学⽣会員と若⼿会員の
集い等の企画が⽰され、これを承認した。 

３． 第 74 回学術総会副会⻑の推薦について…⼩原第 74 回学術総会会⻑より、学術総会副会⻑候補者と
して、東北⽣活⽂化⼤学 栗⼭孝雄教授の推薦があり、これを承認した。 

【Ⅲ. 国際関連事項】 
１． 2026 年の IUNS ワークショップについて…三好国際担当理事より、2026 年 10 ⽉ 16 ⽇〜17 ⽇に、

ICPH/ICoFF の⼀環として IUNS ワークショップが対⾯開催される旨の報告があった。本ワークショップについ
て、本学会は後援として協⼒することが提案され、これを承認した。  

◆報告事項 
以下の報告事項について事前配付資料、会議当⽇の画⾯共有や⼝頭により担当者から説明があり、すべて了承

した。 
【Ⅰ.庶務関連事項】  

１. ⽀部会別・都道府県別会員の状況 
２. 今後の会議・活動予定…2026 年の⽇程が⽰され、⽀部⻑会議・理事会・監事会は、8 ⽉ 30 ⽇（⽇）に

変更することを確認した。 
３. 会員マイページの利⽤開始について 
４. 学会事務所の移転（メール・電話・ファックス）について 

【Ⅱ.財務関連事項】 
１. NPO 第 23 期経費執⾏状況 
２. 令和 8 年分源泉徴収税額表（⽇額表）について…⽇額表丙欄を適⽤する場合は、給与額 9,800 円未

満まで税額 0 円であることが説明された。 
【Ⅲ.編集関連事項】 

１. 栄養学雑誌編集委員会報告…今後、名誉会員藤澤良知先⽣の追悼⽂、⾝体活動量の評価に関する依
頼総説の掲載を予定している旨報告された。 

【Ⅳ.学術関連事項】 
１. 第 72 回学術総会報告…事業報告について説明があった。会計報告については 5 ⽉度理事会で⾏う予定で

ある旨報告された。 
２. 第 73 回学術総会について…第 72 回に続き、ジュニア栄養改善学会を継続する旨、報告があった。開催予

告を栄養学雑誌に掲載し、3 ⽉ 4 ⽇に演題募集開始予定であることが報告された。 
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３. NPO 第 23 期事業執⾏状況 
４. COI 委員会報告…1 ⽉ 21 ⽇に COI 委員会を開催し、⽯原淳⼦委員が委員⻑に互選された。役員の申

告書を検証し異議がなかった旨の報告があった。定款第 3 章に定める役員以外の役員等から提出された COI
申告書については、準備が整い次第監事に検証を依頼する旨報告された。 

５. 第 75 回学術総会の開催について…塚原理事⻑より、近畿⽀部会から⽇本栄養・⾷糧学会との合同開催の
相談があったことが報告された。この件について、上⻄副理事⻑より⽇本栄養・⾷糧学会の状況説明があり、ま
ずは⽇本栄養改善学会と⽇本栄養・⾷糧学会の両役員で打合せの場を設け、合同開催の可能性について
検討することを確認した。 

【Ⅴ.広報関連事項】 
１. JSND メールニュース事業…2 ⽉ 16 ⽇から定期配信を再開する。 
２. ホームページ事業 

【Ⅵ.国際関連事項】 
１. 国際活動推進委員会報告…2025 年 11 ⽉ 14 ⽇、⼤韓地域社会営養学会（KSCN）、⽶国 SNEB と

の 3 団体合同シンポジウムが開催され、栄養学雑誌第 84 巻 1 号に学会事業報告を掲載予定の旨、報告
された。次回の⽇韓シンポジウムは、2026 年 9 ⽉ 13 ⽇、第 73 回学術総会にて開催を予定している。 

【Ⅶ.関連学協会関連事項】 
１. ⽇本栄養学学術連合報告 

【Ⅷ.⽀部会報告】 
１. 東北⽀部会 
２. 関東・甲信越⽀部会 
３. 北陸⽀部会 
４. 東海⽀部会 
５. 中国⽀部会 
６. 四国⽀部会 
７. 九州・沖縄⽀部会 
８. 近畿⽀部会 

 

以上 
 


